
 

 

  

報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo  Fire  Department  

 

平成２３年１０月２８日 

 

平成２３年秋の火災予防運動の実施について 

 

１ 趣旨 

  火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災や火災による死傷者の発生及び火災による財産の

損失の防止、並びに都民の火災予防意識の高揚を図ることを目的とする。 

２ 実施期間 

  平成２３年１１月９日（水）から平成２３年１１月１５日（火）まで 

３ 推進標語 

  守りたい 防火の心で みんなの笑顔 

  （作者  佐藤
さ と う

 晴
せい

菜
な

さん （北区）） 

４ ポスター 

  資料１を参照してください。 

５ 推進項目等   

⑴ 住宅防火対策の推進 

  ア 住宅用火災警報器の未設置住宅に対する設置促進 

  イ 住宅用火災警報器の適正な維持管理の周知及び悪質販売の注意喚起 

  ウ 消火器や防炎品等の住宅用防災機器等の普及促進 

  エ 災害時要援護者への防火防災診断の推進 

  オ 放火火災予防対策の推進 

⑵ 事業所の防火安全対策の推進 

ア 防火・防災管理指導の推進 

イ 自衛消防活動体制の充実強化 

⑶ 地域の防火安全対策の推進 

  ア 幼児期から社会人までの体系的な総合防災教育の推進 

  イ 地域の様々なコミュニティなどを通じた防火防災訓練等への参加促進 

  ウ 災害時要援護者の安全対策の推進 

  エ 家具類の転倒・落下防止対策の推進 

６ 主な行事 

⑴ ファイアーフェスティバル ２０１１ in 丸の内 

資料２を参照ください。 

⑵  講演会（女性防火の絆） 

資料３を参照ください。 

⑶ 各消防署の主な行事（取材についてご配慮願います。） 

（最新の内容は秋の火災予防運動のページを参照ください。） 

                                         問合せ先 

東京消防庁 ㈹ 電話 3212‐2111 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

 



 

 

資料１  

平成２３年秋の火災予防運動ポスターについて 

 

１ 平成２３年秋の火災予防運動ポスター 

⑴ 絵柄 

体操選手 田中理恵さん  

⑵ キャッチコピー  

「大切なのは日頃の訓練ともしもの備え」 

⑶ 制作趣旨 

ア 体操の田中選手をモデルとして起用し、しなやかさの中にも力強く演技する田中選手

の不断の努力を、キャッチフレーズとして「日頃の訓練」と「もしもの備え」と表現し、

火災予防を訴えかけるものとしました。  

イ 地震防災に関する内容として、金メダルをイメージしたイラストの中に、地震時の行

動と日頃の備えとして「地震、グラッときたら身の安全。家具類の転倒・落下・移動防

止対策を実施しましょう。」を記載し、地震防災を訴えかけるものとしました。  

ウ 東京消防庁モバイルホームページにアクセスすることのできる二次元コードを記載

し、携帯電話を介して防災関係情報を得られるよう配意しています。  

エ 東京消防庁ホームページを検索するための案内として検索窓を掲載し、ホームページ

へのアクセス件数の増加を図っています。  

⑷ 掲出場所 

東京消防庁管内の駅・官公庁 

事業所・学校・町会掲示板等 

⑸ 掲出期間 

平成２３年１０月中旬から１１月中旬 

⑹ 制作部数   

Ｂ１判   １，０１０枚 

Ｂ２判  １８，４００枚 

Ａ３判  ４３，８００枚 

Ａ４判  １９，６６０枚 

外国語表記（Ａ３判）１０，０００枚 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  

平成２３年１１月７日（月） ９時３０分から１３時００分まで 

２ 場 所  

明治生命館（千代田区丸の内二丁目１番１号） 

明治生命館は、昭和９年に竣工し、今年で７７年を迎える歴史ある建造物です。戦

時中の金属回収、東京大空襲、終戦後にはＧＨＱに接収されるなど昭和の激動を乗り

越え、その時代の記憶がすみずみにまで刻印されています。また、平成９年には、昭

和の建造物として初めて国の重要文化財に指定されました。 

３ 内 容   

火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、都民の皆様に火災予防の意識を高める

ことを目的とした大規模なイベントを開催します。 

今回は、タレントの元ミス東大 八田 亜矢子さん（別紙参照）を一日消防署長に

迎え、明治生命館において、当庁の陸・空の消防部隊を集結させた消防演習を実施す

るほか、八田亜矢子さんによる防災トークショーや音楽隊による演奏会も実施します。 

また、消防ＰＲコーナーを設け、地震シュミレータの体験や来場者に地震時におけ

る「身の安全」、違反対象物の公表制度及び東京消防庁救急相談センター（♯７１１９）

の周知を呼びかけます。（別図を参照してください。） 

４ 消防演習想定 

 地震が発生し、明治生命館１階ラウンジのカフェテリア内のパントリー厨房から出火、

上階に延焼拡大し、上階で逃げ遅れた従業員と、煙に追われ７階部分に避難した多数の

従業員が助けを求めている。 

５ 演習項目 

⑴ 自衛消防隊の初動対応要領（初期消火、避難誘導、応急救護） 

⑵ 自衛消防隊、災害時支援ボランティア、消防団及び消防隊との連携活動要領 

⑶ 救助、救急活動要領 

６ 統裁者 

第一消防方面本部長（消防正監） 飴村 薫（あめむら かおる） 

７ 指揮者 

丸の内消防署長（消防監） 松村 保雄（まつむら やすお） 

 

 

資料２ 



８ 演習参加機関及び消防隊 

参加隊 台数 隊員数 

参加関係機関 

明治安田生命自衛消防隊  ７名 

丸の内消防団  １０名 

丸の内消防署 

災害時支援ボランティア 
 ５名 

東京消防庁 

指揮統制車 １台 

１０１名 

指揮隊 １台 

ポンプ隊 ９台 

はしご隊 ３台 

特別救助隊 ２台 

消防ヘリ ２台 

消防活動機動二輪 ２台 

救急車 １台 

屈折放水塔車 １台 

スーパーポンパー ２台 

合 計 ２４台 １２３名 

 

９ 時系列 

時間 経過 場所 

９：００ 報道関係者事前レクチャー 別図① 

９：３５ 八田亜矢子さんに一日消防署長の委嘱状を交付 別図① 

９：４６ 
消防演習開始報告 

（一日消防署長に開始報告します。） 
別図① 

１０：２５ 一斉放水（一日消防署長が指揮をします。） 別図② 

１０：２７ 
消防演習終了報告 

（車上で一日消防署長に終了報告します。） 
別図② 

１０：２８ 
「放水はじめ」ポーズ撮影 

（消防総監、一日消防署長） 
別図② 

１０：４５ 
あいさつ・講評 

八田亜矢子さんへ感謝状・記念品贈呈式 
別図③ 

１１：００ 八田亜矢子さんへの囲み取材 別図③ 

１１：３０ 東京消防庁音楽隊による演奏会 別図④ 

１２：０５ 八田亜矢子さんによる防災トークショー 別図⑤ 

 

 

 

 

 

 



 

10 その他 

⑴ 取材を希望する社は、１１月２日（水）１２時００分までに広報課報道係宛へ電

話でご連絡ください（電話番号 03-3212-2111）。 

⑵ 報道機関向けのレクチャーを９時００分から明治生命館１階ラウンジで行いま

す。（別図参照） 

⑶ 取材中は自社腕章の着用をお願いします。 

⑷ 会場内では、係員の指示に従い、事故防止に十分注意してください。 

⑸ 駐車場はありませんので、ご了承ください。 

 



 
 

一日消防署長（平成２３年秋） 

 

八田 亜矢子（はった あやこ） 

職  業 タレント 

生年月日 1984 年 10 月 4 日（2７歳） 

出 身 地  東京都 

身  長 １６４ｃｍ 

血 液 型  Ａ型 

星  座 てんびん座 

特  技 ピアノ 

趣  味 料理 

所属事務所 

名  称 株式会社セント・フォース 

代  表 代表取締役社長 久保知 美晴 

住  所 東京都渋谷区恵比寿４－１－２２ 

電話番号 ０３－５４７５－００１５ 

Ｆ Ａ Ｘ  ０３－５４７５－００１８ 

最近の主な経歴 

学  歴 

東京大学医学部健康科学・看護学科卒 

東京大学大学院医学系研究科 

「公共健康医学専攻」（２年コース）在学中 

経  歴 ２００４年度 「ミス東大」 

Ｔ  Ｖ 

日本テレビ：ラジかるッ（木曜日）出演 

日テレＧ＋：八田亜矢子の環境ゼミ 

ＴＢＳ：王様のブランチ リポーター 

フジテレビ 739：PREID キャスター 

テレビ朝日：近未来×予測テレビ ジキル＆ハイド 

クイズ雑学王 

BS TwellV：服部 幸應の食育のすすめ 

TOKYO－FM：Canon Photo Weekend ～散歩の達人 Radio 

InterFM：Ayako  Style 

BIGLOBE：週刊シネマスクランブル TV 

Ｃ  Ｆ 

KAI RAZOR（貝印株式会社） 

東京金融取引所「くりっく 365」 

POLA「ホワイティシモ」 

写 真 集  「AYAKO」（学研） 

書  籍 東大脳の育て方（ワニブックス） 

 

別 紙 



平成２３年秋の火災予防運動 ファイアーフェスティバル２０１１ in 丸の内 会場図

①委嘱状交付（１階ラウンジ）

③感謝状贈呈式（１階アトリウム）

広報展示、地震シュミレーター体験

（4階マイプラザホールホワイエ）

報道受付

レクチャー開始

９時００分

演習時の取材

エリア

別 図



資料３ 

「平成 23年度 女性防火の絆」の開催について 

 

 女性防火の絆は地域防災を担う女性層を中心に「地域の防災行動力」を高め

るため、昭和６２年から実施され、本年度で３４回目の開催となります。 

 

１ 日時 

  平成２３年１１月１日（火） 13時 00分から 15時 00分まで 

 

２ 場所 

  目黒区民センターホール 

  目黒区目黒二丁目４番３６号  

 

３ スケジュール 

  時  間 内    容 

13時 00分～ 開演 

13時 07分～ 

（講演 60分） 

第１部 防災講話 

講 師 生島 ヒロシ 

演 題 「言葉のチカラ」 

14時 07分～ 感謝状贈呈、花束贈呈 

14時 15分～ 

（15分） 
休憩 

14時 30分～ 

（演奏 30分） 

第２部 防災ミニコンサート 

    東京消防庁音楽隊演奏 

15時 00分 閉演 

   

  ※講師については、別添えのとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添え 

 

講師 生島 ヒロシ 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９５０年  宮城県気仙沼市生まれ 

１９７１年  単身渡米 

１９７５年  カリフォルニア州立大学ロングビーチ校ジャーナリズム科卒 

１９７６年  ＴＢＳ入社後、ラジオ番組を振出しに、アナウンサーとして活躍 

１９８９年  独立 

 

その後、ファイナンシャルプランナー、防災士、 ｅｃｏ検定、福祉住環境コーディ

ネーター、ヘルスケアアドバイザーなどの資格を取得。 

現在、ＴＢＳラジオ系『生島ヒロシのおはよう定食・一直線』等の番組出演、ＣＭ出

演、雑誌連載、講演など多方面で活躍中。 

著書に『知識ゼロからのビジネススピーチ入門』（幻冬舎）など。 
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